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トップメッセージ

平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。  

私たちりそなアセットマネジメントは、「将来世代に対しても豊かさと幸せ
を提供」するというパーパスのもと、長期的な視点に立ち、より多くの
お客さまの資産形成とその活用に貢献できるよう、日々の運用に取り組んで
います。 

当社は、信託銀行を原点とする資産運用会社として、お客さまの最善の利益
を最優先すべく、フィデューシャリー・デューティーを最も重要な使命と
位置づけています。 
その使命に基づくお客さま本位の業務運営の一環として、ファンドの品質
に関する継続的な評価・検証を行うとともに、プロダクトガバナンスの実践
および高度化に向けた取り組みを着実に進めてきました。  

こうした取り組みの内容を定期的にご報告する「りそなファンド評価
レポート」は、今回で３回目の公表となります。本レポートでは、当社の
プロダクトガバナンスに関する考え方や体制をご説明するとともに、当社
が設定・運用する各公募投資信託について、お客さまの中長期的な資産
形成や活用に資するものであるか、また、ご負担いただくコストに見合う
価値を提供できているかという観点から評価した結果をご報告しています。
    

今年度のレポートでは、以下の点を新たに拡充しました。  

・新規設定したファンドの商品性および評価事例  
・当社運用力を客観的に示す運用力KPIの公表    
・運用品質の維持・向上に関する事例  
・課題発生の兆候が認められるファンドにかかる運用品質改善に向けた対応  

特に、運用力KPIについては、市場環境等により変動することもありますが、
当社がお客さまに提供する付加価値の透明性を高め、継続的に開示していく
ことが真にお客さま本位の業務運営につながるものと考えています。  

私たちは、昨年設立10周年を迎え、今年度から次の10年に向けた一歩を
踏み出しました。 

今後もプロダクトガバナンスの実践と一層の高度化を通じて、運用商品の
品質維持・向上に努め、長期的に安定した運用成果をお客さまに提供して
まいります。

お客様に対して真に良質な運用をお届けするために

代表取締役社長 西山 明宏
2026 年 6 月
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当社のパーパスは「将来世代に対しても豊かさ、幸せを提供」することです。この
パーパスを実現するためには、当社の商品がお客さまの最善の利益に資することが
不可欠です。

当社は、お客さまの利益を最優先する業務運営の一環としてプロダクトガバナンス
が非常に重要であると認識しています。

プロダクトガバナンスにおいては、商品組成時における個別商品の適切性の検証に
留まらず、商品組成後においても、運用品質が維持されていることを継続的に検証
することが重要です。これらのガバナンスを適切に働かせることにより、アクティブ
運用、バランス運用、インデックス運用のそれぞれにおいて当社の商品を長期継続
的に提供することができると考えています。

評価・検証の結果、お客さまに対して想定した価値が提供できていないと判断した
場合、運用手法の改善や運用体制の見直し等の取り組みを通じて運用品質・商品性
の改善を図り、それを組織的にフォローアップすることにより、長期継続的に
良質な運用の提供を目指すことがお客さまの最善の利益に資するものであると
信じています。

上記の考え方をより明確にお客さまにお伝えするために、2025年3月に「プロダ
クトガバナンスに関する取組方針」を制定し、公表しました。

「プロダクトガバナンスに関する取組方針」については以下のURLをご覧ください。
https://www.resona-am.co.jp/about/product_governance.html

商品性の評価・検証における視点

● 想定するリターン・リスク特性の
妥当性

● 信託報酬率の適切性
● 提供する付加価値の持続可能性
● 対象とするお客さまの属性の想定
の妥当性　等

運用品質の評価・検証における視点

● 運用哲学や運用スタイルの一貫性
● コストに見合ったリターン・リスク
の実現度合い

● 商品性に合致した運用の継続
可能性　等

プロダクトガバナンスとは、“真にお客さまのニーズを踏まえた中長期に安定的
なリターンを確保できる商品が組成、提供できているか”、“組成時に想定した
運用が実践され、お客さまへコストに見合うリターンを提供できているか”、
“組成時に想定した運用を継続していくことが可能か”等の観点から、個別商品
ごとに品質管理を行うことを言います。

プロダクトガバナンスの実践

商品の
組成

商品性の
検討

商品の
運用

商品性・
運用品質の
改善・見直し

商品性・
運用品質の
評価・検証

将来世代に対しても豊かさ、幸せを提供

お客さまの最善の利益の追求

長期継続的に良質な運用の提供
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運用委員会
委員長：社長

事務局：運用戦略部
協議・報告事項：
ファンドの設定・償還に関する事項
（信託報酬率、想定顧客属性を含む） 等

構成員：
運用部門、経営管理部門、リスク管
理・コンプライアンス部門等の執行
役員

報
告

検
証

運用評価委員会

②運用担当部署による
自律的・継続的な運用品質管理

①管理部門が参画する
組織的な商品性の検討

③運用リスク管理部署
を主体とする

組織的な運用品質管理

委員長：社長

事務局：リスク管理部
参加者：上記部門の部長参加者：上記部門の部長

協議・報告事項：
運用状況（運用パフォーマンスを含む）
運用リスク管理状況 等

構成員：
運用部門、経営管理部門、リスク管
理・コンプライアンス部門、営業部
門等の執行役員

ファンドガバナンス会議
議長：独立社外取締役※

参加者：
社長、運用部門、経営管理部門、リス
ク管理・コンプライアンス部門、営業
部門等の役員・部長
事務局：リスク管理部

委員：社外取締役（2名）
検証事項：
【商品性の検証】
　・対象とするお客さま
　・想定リターン・リスク
　・総経費率　等
【運用品質の検証】
　・運用パフォーマンス
　・リスク水準　等

運用品質管理ミーティング

報
告

検
証

報告

モニタリング

④社外取締役による第三者検証

株式運用部 株式アクティブ運用

債券運用部 債券アクティブ運用

インデックス運用部 インデックス運用/クオンツ運用

運用戦略部 バランス運用等

※当社は非上場企業のため金融取引所への届出は行っていませんが、金融取引所が定める独立役員の
　基準を満たしています。

・ 商品組成時においては、商品所管部署が主催する「運用委員会」にリスク管理・
コンプライアンス部門が参加し、商品の適切性に係る協議・検討を行います（①）。

・ 商品組成後は、各運用担当部署による自律的な運用品質管理（②）に加え、運用
リスク管理部署がモニタリングを行い、「運用評価委員会」にて組織的に共有する
とともに必要なフォローアップを行います（③）。

・ 社外取締役のみで構成される「ファンドガバナンス会議」にて、「商品性」と「運用
品質」について第三者検証を受けています（④）。

プロダクトガバナンスの活動はお客さま本位で行われることが重要であると考えて
います。そのため、商品所管部署や運用担当部署による自律的な管理に加え、管理
部門が検証や評価を行い、さらに社外取締役による第三者検証が行われる体制
としています。
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当社は、長期継続的な運用を可能とするために、一時の流行に依存したもの等では
なく、長期的に付加価値が維持可能であり、お客さまの真のニーズにお応えできる
と考える商品を厳選して組成するよう努めています。

商品の組成に当たっては、以下の項目について確認・検証を行っています。

・ 設定目的・経緯に合致した商品設計であるか
・ 想定するリターン・リスクが妥当であるか
・ 長期間提供可能な付加価値であるか
・ 継続的に運用可能な体制であるか
・ 対象とするお客さま像が妥当であるか
・ 信託報酬率が適切な水準であるか

商品性の評価項目は、お客さまの最善の利益に資するものとなるよう、継続的に
見直しを行います。

各ファンドの詳細については当社ホームページに掲載しています。
以下のURLより交付目論見書等をご覧ください。
https://www.resona-am.co.jp/fund/list.html

確認・検証結果

2025年度に新規設定した公募投資信託は継続的に付加価値を提供可能であり、
お客さまに長期間保有していただけるファンドであると評価しています。商品組成
後には組成時に期待された役割が果たされているか継続的に検証してまいります。

2025年度に新規設定した公募投資信託は以下の通りです。

アクティブ運用

ファンド名／HPリンク 設定日

円建グローバル公社債ファンド（限定追加型）2025-11
（愛称：円咲 2511）※ 2025/11/28

※当商品は限定追加型の商品であり、購入の申込みを終了しています。

バランス運用

ファンド名／HPリンク 設定日

りそなターゲット・イヤー・ファンド 2070 2025/6/27

りそなターゲット・イヤー・ファンド 2075 2025/6/27

りそなターゲット・イヤー・ファンド 2070（運用継続型） 2025/6/27

りそなターゲット・イヤー・ファンド 2075（運用継続型） 2025/6/27

日本株式・ゴールドアロケーションファンド 2025/8/8

全世界株式・ゴールドアロケーションファンド 2025/8/8

りそな つみたてインカムバランスファンド
（愛称 :セカンド・ブーケ） 2026/2/27

インデックス運用

ファンド名／HPリンク 設定日

Smart-i 米国株式配当貴族インデックス 2025/6/6

りそなゴールドファンド（為替ヘッジなし） 2025/11/12

りそなゴールドファンド（為替ヘッジあり） 2025/11/12
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https://www.resona-am.co.jp/fund/100001/
https://www.resona-am.co.jp/fund/120064/
https://www.resona-am.co.jp/fund/120065/
https://www.resona-am.co.jp/fund/120066/
https://www.resona-am.co.jp/fund/120067/
https://www.resona-am.co.jp/fund/120068/
https://www.resona-am.co.jp/fund/120069/
https://www.resona-am.co.jp/fund/120072/
https://www.resona-am.co.jp/fund/123023/
https://www.resona-am.co.jp/fund/120070/
https://www.resona-am.co.jp/fund/120071/


特徴❸ NISA枠の使用を抑えながら、組み入れ比率を調整します

特徴❷ 株式と異なる値動きをしやすい金の組み入れにより、下落幅の抑制
を図ります

新規設定した商品のうち、特に当社として新たな価値提供を目指している「全世界株式・ゴールドアロケーションファンド」についてご紹介します。当ファンドは下落幅の
抑制を図りつつ、株価が割安なタイミングを活用して追加的なリターン獲得を目指したい方、NISA制度による恩恵をより大きく享受したい方に推奨できるファンド
と考えています。

特徴❶ 株式と金の保有割合を株価指数（注1）の動きに応じて変更し、
株価の下落局面を機会と捉え、追加的なリターン獲得を目指します

商品性の確認・検証について　～お客さまの安心のために～
・ 当ファンドの設定にあたり「運用委員会」において、株式と金の組み合わせの有効性や
保有割合決定モデルが分散投資の観点で有効であるか等の商品性が議論されました。

・ また、設定後には社外取締役により構成される「ファンドガバナンス会議」において、
当ファンドの特徴や独自性も含めた商品性について検証を受けています。

全世界株式（注1）の推移（月次、左軸）および金（注2）と全世界株式の騰落率（年次、右軸）

MSCI オール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み、円換算ベース）
金価格への連動を目指すETFの価格データを円換算した値を使用しています。
月次ベースのリターン(2026年3月末基準)をもとに作成しています。

本ページのグラフはファンドの運用実績を示すものではなく、将来の投資成果を示唆・保証するもので
はありません

（注1）
（注2）
（注3）

過去1年 過去10年
0.33 0.18相関係数

金と全世界株式の相関係数（注3） 株式と金の値動きの連動性を示す相関係数は比較的
低いとされます。ただし、相関は市場環境により変化
し、将来のリスク低減効果を保証するものではあり
ません。
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局面別の投資割合のイメージ

株式ファンドと金ファンドを
それぞれ保有した場合

金を売却、株式を購入 株式を売却、金を購入

当ファンド（バランスファンド）を
保有した場合

ファンド内での見直しによりNISA枠の
消費を抑えられます
見直しをプロにお任せできます

直近最高値

80,000

70,000

60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0

100%

80%

60%

40%

20%

0%

-20%

-40%

-60%
2006 2008 2010 2012 2014 2016 2018 2020 2022 2024

全世界株式の推移(2005年12月末を10,000として指数化)
金
全世界株式

買い付けの都度NISA枠を消費します

自分で見直しをする必要があります

下落局面 回復局面 上昇局面

株価指数の下落率等に
応じて、株式への投資割合
を段階的に引き上げ

金 金 金
株式 株式株式

直近最高値に到達する
まで投資割合を維持

経過した期間等に
応じて、株式への
投資割合を段階的に

引き下げ リーマンショック ウクライナ危機
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評価対象および算出方法

評価結果

・ 2026年3月末において運用期間3年または5年以上のアクティブ運用およびバランス運用の公募投資信託のうち、Fundmark（注1）において他社類似ファンドとの
比較による相対順位を取得可能な商品を評価対象としています。評価期間として過去3年と5年を使用します。
・ 各月末時点において、当社ファンドのシャープレシオ（注2）が他社類似ファンド内において上位何％に位置するか算出し、その結果を残高に応じて加重平均した値を
当社運用力KPIとしています。
・ なお、1%に近いほどお客様に良好なパフォーマンスを提供出来ていることを示し、50%付近に位置する状態は、他社と比較して平均的なパフォーマンスを提供して
いることを意味します。

（注1）外部評価機関である株式会社野村総合研究所が提供する投資信託の評価情報等を提供するファンド評価サービスの名称です。
（注2）リターン（ファンドのトータルリターン-無リスク資産のリターン）をリスク（標準偏差）で割った値として求められ、リスクに見合ったリターンを獲得できているかという投資の効率性を計る指標として広く

用いられています。

運用力KPI（成果指標）は、当社の公募投資信託の運用が「運用業界における他社対比、お客さまに対して、パフォーマンスの観点でどのような価値を提供できているか」を
評価するものです。
運用力KPIは当社の各商品と類似商品を比較することにより算出されるため、市場の影響を軽減し、当社の商品が上位何%に位置するかを示します。

2021年度以降の長期間において、3年と5年の運用力KPIは50%を上回って推移しています。また、2022年以降においては、上位30％を上回る水準で推移しており、
当社の運用はパフォーマンスの観点で比較的高い価値を提供できているものと考えています。今後も当社の取り組みの成果を定期的に評価するとともに、お客さまへの
適切な情報開示に努めます。

※ 期間 2021年4月～2026年3月（月次）　評価期間が過去3年（36か月）と5年（60か月）のグラフを表示／出所 Fundmark（注1）を用いてりそなアセットマネジメントが作成

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%
100%

高評価

低評価

5年

2025年度2024年度2023年度2022年度2021年度

3年
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※ ファンドラップ専用ファンドはお客さまが個別に指定して購入・売却を行わないため、評価対象から
除いています。

※ 「りそな つみたてグローバル株式アクティブファンド」（2019年8月設定）は運用開始から5年以上
経過していますが、2022年8月実施の購入時手数料の廃止と信託報酬の引下げが、「運用成績」
および「商品性」に大きな影響を与える変更であると判断したため、評価対象から除いています。
2022年8月から5年経過後に評価対象とする予定です。

※ 「グローバル中小型株式ファンド」は運用開始から5年以上経過していますが、 2026年6月17日に
繰上償還を実施したため、評価対象から除いています。

評価対象ファンド

・ 当社が設定・運用する公募投資信託のうち、2026年3月末時点において、運用
開始から5年以上経過しているファンドを評価対象としています。今回は31
ファンドが対象となります。

評価項目

・ お客さまにとっての重要性や他社類似ファンドとの比較可能性等を踏まえ、
「運用品質」として運用パフォーマンスを、「商品性」として総経費率（注）を評価項目
としています。

・ ファンド評価を実施することがさらにお客さまの最善の利益に資するものと
なるよう、評価項目の継続的な見直しを行っていきます。
総経費率：ファンドの平均純資産額に対する運用管理費用の割合（年率）です。
運用管理費用には「信託報酬」と「その他費用」が含まれます。（原則として募集手数料、売買委託手数料
および有価証券取引税を除きます。）
平均純資産額は、期中の平均受益権口数に平均基準価額（1口あたり）を乗じた額を指します。

（注）

当社が提供する商品がお客さまの最善の利益に適うものとなっているかの観点から、ファンド評価を実施しています。

評価の実施方法

・ 評価は、運用担当部署から独立した運用リスク管理部署が行っています。 

・ 「運用品質」と「商品性」のそれぞれについて、各評価項目の評価結果に基づき
3段階で評価します（評価方法の詳細は9ページをご覧ください）。

評価後の対応

・ 評価結果は社内の「運用評価委員会」に報告された上で、「ファンドガバナンス
会議」にて社外第三者の目線で検証を受けます。

・ お客さまに対して想定した価値が提供できていないと評価されたファンドに
ついては、運用手法の改善や運用体制の見直し等の取り組みを通じて運用品質・
商品性の改善を図り、それを組織的にフォローアップします。

・ 評価結果および改善に向けた取り組み状況については定期的にお客さまに
開示します。

G（グリーン） 想定した価値が提供できている。

Y（イエロー） 課題発生の兆候が認められるなど、詳細なモニタリングを要する。

R（レッド） 課題が認められ改善に向けた取り組みを要する。
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評価対象ファンドと評価項目について
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※ インデックス運用においては、各運用会社がベンチマークへの連動を目指すことから均質な運用が
想定され、結果として総経費率も一定の範囲に収束する傾向が見られます。そのため、インデックス
運用における総経費率の評価においては、類似ファンド内の中央値から上下に一定水準を超えて
乖離していないか確認します。

商品性の評価では過去3年・5年の運用実績を使用し、「コストに見合ったリターンを
提供できているか」、「他社類似ファンドと比較して優位性はあるか」を評価します。 
各項目（❶と❷）に対する評価結果と「商品性評価表」を用いて、 G（グリーン）、
Y（イエロー）、R（レッド）の3段階で評価しています。

お客さまに負担いただくコストに見合ったリターンが提供できているかという
観点から、評価します。コスト（総経費）控除後のリターンが商品組成時に想定
した評価基準を中長期的に満たしている場合、総経費率の水準は妥当であると
評価します。

商品組成時の想定目標に対する評価1

株式会社野村総合研究所のFundmarkのデータに基づき、他社類似ファンドとの
相対比較を行います。

他社類似ファンドとの相対比較による評価

商品性評価表

2

商品性
運用品質の評価では過去3年・5年の運用実績を使用し、「リターンが基準を上回って
いるか」、「他社類似ファンドと比較して優位性はあるか」を評価します。 各項目（❶
と❷）に対する評価結果と「運用品質評価表」を用いて、G（グリーン）、 Y（イエロー）、
R（レッド）の3段階で評価しています。

運用品質

運用品質評価表

リターン（ファンドのトータルリターン-無リスク資産のリターン）をリスク（標準偏差）で割った
値として求められ、リスクに見合ったリターンを獲得できているかという投資の効率性を計る
指標として広く用いられています。
実績トラッキングエラー：ベンチマークに対するファンドの超過リターンのばらつきの度合いを
標準偏差で表したもので、ベンチマークに対する連動性を計る指標として広く用いられています。
なお、インデックス運用の一部ファンドでは他社類似ファンドの実績トラッキングエラーの
データを取得できないため、シャープレシオを用います。

（注1）

（注2）

※ 基準となる指標や目標リターンを定めていないファンドおよびインデックスファンドは「基準なし」として
評価します。 ※ 基準となる指標や目標リターンを定めていないファンドおよびインデックスファンドは「基準なし」として

評価します。

コスト（総経費）控除後のリターンについて、以下の観点で評価します。
商品組成時の想定目標に対する評価1

アクティブ運用
バランス運用

評価基準として設定した指標（参考指数等）を上回っているか
設定した目標リターンを上回っているか

株式会社野村総合研究所のFundmarkのデータに基づき、他社類似ファンドと
の相対比較を行います。

他社類似ファンドとの相対比較による評価2

アクティブ運用
バランス運用
インデックス運用

シャープレシオ（注1）の類似ファンド内相対順位
シャープレシオ（注1）の類似ファンド内相対順位
実績トラッキングエラー（注2）の類似ファンド内相対順位

アクティブ運用
バランス運用
インデックス運用

総経費率の類似ファンド内相対順位
総経費率の類似ファンド内相対順位
総経費率の類似ファンド内中央値からの乖離度合い

◦❶目標に対する評価
基準あり 基準なし基準を上回る 基準を下回る

●❷
ピア評価

上位 G G G
中位 G G G
下位 G Y Y

下位（劣後） Y R R

●❶コスト控除後リターンの評価
基準あり 基準なし基準を上回る 基準を下回る

●❷
ピア評価

上位 G G
個別判断

（G/Y/R）
中位 G G
下位 G Y

下位（劣後） G R
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「運用品質」と「商品性」の評価方法について
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全体総括
・ 当社が設定・運用する公募投資信託のうち、2026年3月末時点で運用期間５年超
の31ファンドについて評価を行いました。

ファンドタイプ／評価結果別ファンド数
・ 「商品性に合致した運用が実践されているか」、「他社類似ファンドと比較して
優位性はあるか」の両面から評価しました。
・ 対象となる19ファンドのうち、1ファンドについてY（イエロー）と評価しま
した。それ以外の18ファンドについては、Ｇ（グリーン）と評価しました。

・ アクティブ運用およびバランス運用については、「コストに見合ったリターンが
提供できているか」、「他社類似ファンドと比較して優位性はあるか」の両面から
総合評価を行いました。
・ インデックス運用については、他社類似ファンドとの相対比較に基づいて評価しま
した。
・ 「上位」と評価されたファンドは他社対比において、相対的に総経費率が低いことを
意味しており、「下位」と評価されたファンドは相対的に総経費率が高いことを意味
しています。
・ 対象となる31ファンドのうち、1ファンドについてY（イエロー）と評価しました。
それ以外の30ファンドについては、Ｇ（グリーン）と評価しました。

・ 他社類似ファンドとの相対比較に基づいて評価を行い、対象となる12ファンド
すべてについてG（グリーン）と評価しました。

G（グリーン） 想定した価値が提供できている。

Y（イエロー） 課題発生の兆候が認められるなど、詳細なモニタリングを要する。

R（レッド） 課題が認められ改善に向けた取り組みを要する。

インデックス運用インデックス運用

アクティブ運用およびバランス運用アクティブ運用およびバランス運用

運用品質（運用パフォーマンス）

商品性（総経費率）

ファンドタイプ
運用品質 商品性

G Y R G Y R

アクティブ運用 2 1 0 2 1 0

バランス運用 16 0 0 16 0 0

インデックス運用 12 0 0 12 0 0
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ファンド評価結果（2026年 3月末基準）　〜全体総括〜
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アクティブ運用
ファンド名／評価ページリンク 運用品質 商品性 残高

りそなつみたて国内株式アクティブファンド G G　　 17億円
日本厳選株式ファンド 
［愛称：ニホンノヒカリ］ Y G 11億円

りそな日本中小型株式ファンド
［愛称：二ホンノミライ］ G Y 138億円

バランス運用
ファンド名／評価ページリンク 運用品質 商品性 残高

りそなラップ型ファンド（安定型）
［愛称：R246（安定型）］ G G 422億円

りそなラップ型ファンド（安定成長型）
［愛称：R246（安定成長型）］ G G 1,232億円

りそなラップ型ファンド（成長型）
［愛称：R246（成長型）］ G G  959億円

埼玉りそな・グローバルバランス・プラスESG
［愛称：SaitamaDGs］ G G   60億円

DCりそな グローバルバランス G G   18億円
つみたてバランスファンド G G  919億円
Smart-i 8資産バランス　安定型 G G 137億円
Smart-i 8資産バランス　安定成長型 G G 222億円
Smart-i 8資産バランス　成長型 G G 262億円
りそなターゲット・イヤー・ファンド 2030 G G 332億円
りそなターゲット・イヤー・ファンド 2035 G G 97億円
りそなターゲット・イヤー・ファンド 2040 G G 193億円
りそなターゲット・イヤー・ファンド 2045 G G 51億円
りそなターゲット・イヤー・ファンド 2050 G G 111億円
りそなターゲット・イヤー・ファンド 2055 G G 24億円
りそなターゲット・イヤー・ファンド 2060 G G 65億円

インデックス運用
ファンド名／評価ページリンク 運用品質 商品性 残高

Smart-i 国内債券インデックス G G 160億円
Smart-i TOPIXインデックス G G 280億円
Smart-i 日経225インデックス G G 328億円
Smart-i 国内株式ESGインデックス G G 48億円
Smart-i 先進国債券インデックス

（為替ヘッジなし） G G 89億円

Smart-i 先進国債券インデックス
（為替ヘッジあり） G G 206億円

Smart-i 先進国株式インデックス G G 1,473億円
Smart-i 先進国株式ESGインデックス G G 82億円
Smart-i S&P500 インデックス G G 1,024億円
Smart-i 新興国株式インデックス G G 146億円
Smart-i Jリートインデックス G G 71億円
Smart-i 先進国リートインデックス G G 81億円

※評価ページにおいて、ファンド名をクリックすると当社ホームページの各商品の概要
ページへ遷移するよう設定しております。交付目論見書等の確認にぜひご活用ください。
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ファンド評価結果（2026年 3月末基準）　〜一覧表〜
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りそなつみたて国内株式
アクティブファンド

徹底したボトムアップ・リサーチを通じ、適正な企業価値や、業績や成長性の株価への
織り込み度合を分析し、今後の株価上昇が期待される銘柄へ投資を行い、中長期的に
信託財産の積極的な成長を目指します。
投資リスクや費用等、詳細については当社ホームページに掲載しています。以下のURLより交付目論見
書等をご覧ください。
https://www.resona-am.co.jp/fund/120016/

過去3年、5年で参考指数であるTOPIXインデックスのリターンを下回って
いるものの、他社相対評価において過去3年で中位、過去5年で上位に
あることから、商品組成時に想定した価値が提供できているものと評価
しています。引き続き運用品質が維持されていることを確認してまいり
ます。

信託報酬控除後で目標リターンを実現できていませんが、運用パフォー 
マンスが他社相対評価で中位以上にあること、総経費率の他社相対評価
において低い水準（上位）であることから、総合的に見て妥当な水準で
あると評価しています。

3年 5年
下回る 下回る

目標に
対する評価

3年 5年
中位 上位

他社
相対評価

他社
相対評価 上位

当ファンド 中央値
0.82% 1.58%

運用品質（運用パフォーマンス）

取り組みのイメージ図

商品性（総経費率）

G
評価

G
評価

NISA対象

当社は、運用品質がG（グリーン）評価のファンドについても、継続的に運用
品質の維持・向上に努めています。本事例紹介では、G評価のファンドの中
でも運用パフォーマンスが類似ファンド内において上位に位置する「りそな
つみたて国内株式アクティブファンド」の取り組みを紹介します。

本ファンドは徹底したリサーチ活動を通じ、適正な企業価値や、業績や
成長性の株価への織り込み度合を分析し、今後の株価上昇が期待される
銘柄へ投資を行います。
グローバルで社会構造・産業構造の変化が急激に進む中で、それらの変化
を捉えた持続的な成長が期待できる銘柄や固有の強みを活かした成長が
見込まれる銘柄への投資を行うことで、市場環境に左右されず安定した
超過リターンの獲得を目指す全天候型の運用を行います。

りそなつみたて国内株式アクティブファンド
運用品質の維持・向上に関する事例紹介

リサーチ活動

リサーチ活動で得た情報を
基にトレンドを予測する

予測したトレンドに基づいて
企業を調査する

トレンドの
変化を捉える

ファンドマネージャー
またはアナリスト

企業 社会構造
市場動向
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ファンド評価結果　〜アクティブ運用〜
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日本厳選株式ファンド
［愛称：ニホンノヒカリ］

国内の経済成長が成熟化する環境においても、高い競争力を背景にグローバル展開
を進めることにより、持続的な成長が期待できる国内企業へ厳選して投資を行い、
中長期的に信託財産の積極的な成長を目指します。
投資リスクや費用等、詳細については当社ホームページに掲載しています。以下のURLより交付目論見
書等をご覧ください。
https://www.resona-am.co.jp/fund/120019/

過去3年、5年で参考指数であるTOPIXのリターンを下回っており、
他社相対評価において過去5年で下位にあることから、現時点では商品
組成時に想定した価値が提供できていないものと評価しています。右に
示す取り組みを進め、パフォーマンス改善に努めてまいります。

現時点でコスト（総経費）控除後で想定した運用パフォーマンスを実現
できておりませんが、他社相対評価において他社と同程度の水準（中位）
にあることから、コストは妥当な水準であると評価しています。

3年 5年
下回る 下回る

目標に
対する評価

3年 5年
中位 下位

他社
相対評価

他社
相対評価 中位

当ファンド 中央値
1.46% 1.64%

運用品質（運用パフォーマンス）

商品性（総経費率）

Y
評価

G
評価

NISA対象
運用品質改善に向けた取り組み

課題認識

・ 当ファンドは中長期的に高い成長が期待できる株式（成長株）の内、外需
銘柄を重視するファンド特性を有しており、割安株主導の市場環境や
外需株調整局面において、パフォーマンスが劣後しました。

・ また、長期投資判断を重視した結果、外部環境の変化に対して売却判断や
ウェイト調整が遅れ、パフォーマンスの悪化に繋がりました。

改善に向けた取り組みの方針

・ 成長株に投資するファンドの特色は維持しつつ、現時点では内需寄りの
事業を展開する銘柄であっても、グローバルでの成長が将来的に期待される
銘柄についても投資候補とすることにより、ポートフォリオの過度な偏り
を是正し、パフォーマンスの改善を目指します。

・ また、外部環境の変化が株価や企業収益に与える影響や短中期の企業
業績にも配慮した銘柄選択も柔軟に行うことで、運用の改善を進めます。
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ファンド評価結果　〜アクティブ運用〜
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https://www.resona-am.co.jp/fund/120019/


りそな日本中小型株式ファンド
［愛称：ニホンノミライ］

国内の中小型株式を対象に、社会の構造変化に伴い生じる「社会的な課題」の解決に
ビジネスの観点から取り組み、持続的かつ安定的に成長することが期待できる銘柄
を厳選して投資を行い、中長期的に信託財産の積極的な成長を目指します。
投資リスクや費用等、詳細については当社ホームページに掲載しています。以下のURLより交付目論見
書等をご覧ください。
https://www.resona-am.co.jp/fund/120009/

過去3年、5年で参考指数であるRussell/Nomura Small Capインデックス
のリターンを下回っているものの、他社相対評価において過去5年で中位に
あることから、商品組成時に想定した価値が提供できているものと評価して
います。引き続き運用品質が維持されていることを確認してまいります。

コスト（総経費）控除後で参考指数であるRussell/Nomura Small Cap
インデックスのリターンを下回っており、他社相対評価においても高い
水準（下位）にあることから、コストの妥当性に留意する必要があると
評価しています。当社としては、パフォーマンス改善に向けて取り組む
ことがお客さまの利益に資すると考えており、右に示す取り組みを進めて
まいります。

3年 5年
下回る 下回る

目標に
対する評価

3年 5年
下位 中位

他社
相対評価

他社
相対評価 下位

当ファンド 中央値
1.98% 1.76%

運用品質（運用パフォーマンス）

商品性（総経費率）

G
評価

Y
評価

NISA対象
商品性改善に向けた取り組み

課題認識

・ 従前より当ファンドの総経費率は同類ファンドと比較して高い水準に
ありました。

・ 2024年度までは過去5年のコスト（総経費）控除後の運用パフォーマンス
が参考指数であるRussell/Nomura Small Capインデックスを上回って
おりましたが、2025年度は情報通信業のパフォーマンスが振るわない
中、当業種の保有割合が高かったため、過去5年のパフォーマンスが参考
指数に劣後しました。

改善に向けた取り組みの方針

・ 「社会的な課題」の解決に取り組み、持続的かつ安定的に成長できる銘柄
（成長株）に投資する特色は維持しつつも、集中投資と個別銘柄の選定を
重視したことにより生じたポートフォリオの偏りを是正することにより、
コスト控除後のパフォーマンス改善を目指します。

・ 高い成長が見込める銘柄の中でも、割安さがより高まる銘柄への投資を
拡充することにより、パフォーマンスの安定性と成長に配慮した運用を
行います。
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ファンド評価結果　〜アクティブ運用〜
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https://www.resona-am.co.jp/fund/120009/


りそなラップ型ファンド（安定型） 
［愛称：R246（安定型）］

世界各国の債券、株式およびリートなどに分散投資を行います。５年から10年程
度の中長期的な期間を想定し短期金利+2％のリターンを目標とすることにより、
信託財産の中長期的な安定性を重視した成長を目指します。
投資リスクや費用等、詳細については当社ホームページに掲載しています。以下のURLより交付目論見
書等をご覧ください。
https://www.resona-am.co.jp/fund/120001/

過去５年で目標リターンを下回っていますが、過去3年では目標リターンを
上回っており、他社相対評価においては３年、５年ともに中位にあることから、
総合的に見て商品組成時に想定した価値が提供できているものと評価して
います。引き続き運用品質が維持されていることを確認してまいります。

コスト（総経費）控除後で目標リターンを実現できていませんが、運用
パフォーマンスが他社相対評価で中位にあること、総経費率の他社相対
評価において低い水準（上位）であることから、総合的に見て妥当な水準
であると評価しています。

3年 5年
上回る 下回る

目標に
対する評価

3年 5年
中位 中位

他社
相対評価

評価

運用品質（運用パフォーマンス）

商品性（総経費率）

評価

他社
相対評価 上位

当ファンド 中央値
0.69% 1.06%

G

G

当社は、運用品質がG（グリーン）評価のファンドについても、継続的に運用
品質の維持・向上に努めています。本事例紹介では、G評価のファンドの中で
も類似ファンド群内での順位が上位に位置する「R246（安定型／安定成長型
／成長型）」について紹介します。
R246（安定型/安定成長型/成長型）は各商品に設定されている「短期金利
+2%、4%、6%」の目標リターン達成に向け、国内外の株式・債券・リート
（不動産投資信託）に投資し、各資産への配分は以下の2段階により策定します。

①年1回程度の基本的資産配分の策定
過去に起きていない事象も今後起こり得るとの考えから、将来起こり得る
数万通りのシナリオをシミュレーションし、目標リターンからの下振れ幅
が最も小さいと想定される資産配分を策定します。

②投資環境の変化に応じた資産配分の見直し
地域間、資産間における相対的な魅力度等市場の方向性を考慮して、資産
配分の見直しを適時実施しています。

①と②を組み合わせることにより、目標リターンの達成と下振れ幅の抑制を
行っています。

NISA対象りそなラップ型ファンド［愛称：R246（安定型／安定成長型／成長型）］
運用品質の維持・向上の事例紹介

過去のデータをランダムに組み合わせ、
数万通りのシナリオを作成します

下振れを抑えることに着目し、
目標リターンからの下振れが最小と
なるようなポートフォリオを採用します

リ
タ
ー
ン

時間

リ
タ
ー
ン

時間

過去実績

現在

上振れ

ポートフォリオ
の値動き 目標

リターン
下振れ

下振れに着目
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https://www.resona-am.co.jp/fund/120001/


りそなラップ型ファンド（成長型） 
［愛称：R246（成長型）］

世界各国の債券、株式およびリートなどに分散投資を行います。５年から10年程度の
中長期的な期間を想定し短期金利+6％のリターンを目標とすることにより、信託財産
の中長期的な成長を目指します。
投資リスクや費用等、詳細については当社ホームページに掲載しています。以下のURLより交付目論見
書等をご覧ください。
https://www.resona-am.co.jp/fund/120003/

過去３年、５年ともに目標リターンを上回っており、他社相対評価に
おいても３年、５年ともに上位にあることから、商品組成時に想定した
価値が提供できているものと評価しています。引き続き運用品質が維持
されていることを確認してまいります。

コスト（総経費）控除後で目標とするリターンを達成しており、妥当な
水準であると評価しています。
なお、総経費率の他社相対評価では中位の水準です。

3年 5年
上回る 上回る

目標に
対する評価

3年 5年
上位 上位

他社
相対評価

評価

運用品質（運用パフォーマンス）

商品性（総経費率）

評価

他社
相対評価 中位

当ファンド 中央値
1.25% 1.49%

G

G

りそなラップ型ファンド（安定成長型） 
［愛称：R246（安定成長型）］

世界各国の債券、株式およびリートなどに分散投資を行います。５年から10年程度の
中長期的な期間を想定し短期金利+4％のリターンを目標とすることにより、信託財産
の中長期的な安定性と成長性のバランスを重視した成長を目指します。｠
投資リスクや費用等、詳細については当社ホームページに掲載しています。以下のURLより交付目論見
書等をご覧ください。
https://www.resona-am.co.jp/fund/120002/

過去３年、５年ともに目標リターンを上回っており、他社相対評価に
おいても３年、５年ともに上位にあることから、商品組成時に想定した
価値が提供できているものと評価しています。引き続き運用品質が維持
されていることを確認してまいります。

コスト（総経費）控除後で目標とするリターンを達成しており、妥当な
水準であると評価しています。
なお、総経費率の他社相対評価では中位の水準です。

3年 5年
上回る 上回る

目標に
対する評価

3年 5年
上位 上位

他社
相対評価

評価

運用品質（運用パフォーマンス）

商品性（総経費率）

評価

他社
相対評価 中位

当ファンド 中央値
1.13% 1.34%

G

G

NISA対象NISA対象

Resona
FUND Evaluation

Report

16
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https://www.resona-am.co.jp/fund/120002/
https://www.resona-am.co.jp/fund/120003/


DCりそな グローバルバランス

世界各国の債券、株式およびリートなどに分散投資を行い、信託財産の中長期的
な安定性を重視した成長を目指します。
投資リスクや費用等、詳細については当社ホームページに掲載しています。以下のURLより交付目論見
書等をご覧ください。
https://www.resona-am.co.jp/fund/120004/

他社相対評価において過去３年では下位にあるものの、過去５年では
中位にあることから、商品組成時に想定した価値が提供できているも
のと評価しています。引き続き運用品質が維持されていることを確認
してまいります。

総経費率の他社相対評価において低い水準（上位）であることから、
妥当であると評価しています。

目標に
対する評価

3年 5年
下位 中位

他社
相対評価

評価

運用品質（運用パフォーマンス）

商品性（総経費率）

評価

他社
相対評価 上位

当ファンド 中央値
0.68% 1.35%

G

G

目標リターンを設けて
いないため、評価対象外

埼玉りそな・グローバルバランス・
プラスESG［愛称：SaitamaDGs］

世界各国の債券、株式およびリートなどに分散投資を行い、安定した収益の確保と
信託財産の中長期的な安定性を重視した成長を目指します。
特に国内債券部分は埼玉に関連した運用を行い埼玉県が発行する公募地方債も主要
投資対象とするマザーファンドに、先進国債券・国内株式・先進国株式部分はESG 
/SDGsを重視した運用を行うマザーファンドに投資します。
投資リスクや費用等、詳細については当社ホームページに掲載しています。以下のURLより交付目論見
書等をご覧ください。
https://www.resona-am.co.jp/fund/120017/

他社相対評価において過去3年、5年ともに中位にあることから、商品
組成時に想定した価値が提供できているものと評価しています。 引き
続き運用品質が維持されていることを確認してまいります。

総経費率の他社相対評価において低い水準（中位）であることから、
妥当であると評価しています。

目標に
対する評価

3年 5年
中位 中位

他社
相対評価

評価

運用品質（運用パフォーマンス）

商品性（総経費率）

評価

他社
相対評価 中位

当ファンド 中央値
0.91% 0.99%

G

G

目標リターンを設けて
いないため、評価対象外

NISA対象
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https://www.resona-am.co.jp/fund/120017/
https://www.resona-am.co.jp/fund/120004/


つみたてバランスファンド

世界各国の債券、株式およびリートに分散して投資を行い、投資対象とする指数
をあらかじめ定めた基本的資産配分で組み合わせた合成ベンチマークに連動する
投資成果を目指します。
投資リスクや費用等、詳細については当社ホームページに掲載しています。以下のURLより交付目論見
書等をご覧ください。
https://www.resona-am.co.jp/fund/120005/

合成ベンチマークに連動した運用を行い、他社相対評価において過去
３年、５年ともに上位にあることから、商品組成時に想定した価値が
提供できているものと評価しています。引き続き運用品質が維持され
ていることを確認してまいります。

総経費率の他社相対評価において低い水準（上位）であることから、
妥当であると評価しています。

目標リターンを設けて
いないため、評価対象外

目標に
対する評価

3年 5年
上位 上位

他社
相対評価

評価

運用品質（運用パフォーマンス）

商品性（総経費率）

他社
相対評価 上位

当ファンド 中央値
0.24% 0.97%

G

評価

G

Smart-i 8資産バランス　安定型

世界各国の債券、株式およびリートなどに分散して投資する中で、債券への投資割
合を高め、資産の安定性を重視した運用を行います。
投資リスクや費用等、詳細については当社ホームページに掲載しています。以下のURLより交付目論見
書等をご覧ください。
https://www.resona-am.co.jp/fund/123010/

他社相対評価において過去３年、５年ともに上位にあることから、商品
組成時に想定した価値が提供できているものと評価しています。引き
続き運用品質が維持されていることを確認してまいります。

総経費率の他社相対評価において低い水準（上位）であることから、
妥当であると評価しています。

目標に
対する評価

3年 5年
上位 上位

他社
相対評価

評価

運用品質（運用パフォーマンス）

商品性（総経費率）

評価

他社
相対評価 上位

当ファンド 中央値
0.21% 1.11%

G

G

目標リターンを設けて
いないため、評価対象外

NISA対象NISA対象
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Smart-i 8資産バランス　成長型

世界各国の債券、株式およびリートなどに分散して投資する中で、株式およびリー
トへの投資割合を高め、資産の成長性を重視した運用を行います。
投資リスクや費用等、詳細については当社ホームページに掲載しています。以下のURLより交付目論見
書等をご覧ください。
https://www.resona-am.co.jp/fund/123012/

他社相対評価において過去３年で中位、５年で上位にあることから、
商品組成時に想定した価値が提供できているものと評価しています。
引き続き運用品質が維持されていることを確認してまいります。

総経費率の他社相対評価において低い水準（上位）であることから、
妥当であると評価しています。

目標に
対する評価

3年 5年
中位 上位

他社
相対評価

評価

運用品質（運用パフォーマンス）

商品性（総経費率）

評価

他社
相対評価 上位

当ファンド 中央値
0.26% 1.02%

G

G

Smart-i 8資産バランス　安定成長型

世界各国の債券、株式およびリートなどに分散して投資する中で、債券、株式およ
びリートに対する投資割合の分散をはかり、安定性と成長性のバランスを目指
した運用を行います。
投資リスクや費用等、詳細については当社ホームページに掲載しています。以下のURLより交付目論見
書等をご覧ください。
https://www.resona-am.co.jp/fund/123011/

他社相対評価において過去３年、５年ともに上位にあることから、商品
組成時に想定した価値が提供できているものと評価しています。引き
続き運用品質が維持されていることを確認してまいります。

総経費率の他社相対評価において低い水準（上位）であることから、
妥当であると評価しています。

目標に
対する評価

3年 5年
上位 上位

他社
相対評価

評価

運用品質（運用パフォーマンス）

商品性（総経費率）

評価

他社
相対評価 上位

当ファンド 中央値
0.24% 0.99%

G

G

目標リターンを設けて
いないため、評価対象外

目標リターンを設けて
いないため、評価対象外

NISA対象NISA対象
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りそなターゲット・イヤー・ファンド
2035

世界各国の債券、株式およびリートなどに分散して投資する中で、2035年までの残
存年数に応じて各投資対象資産への投資割合を段階的に変更します。残存年数が長
いほど資産の成長性や値上がり益の獲得を重視し、短いほど資産の安定性を重視し
た運用を行います。
投資リスクや費用等、詳細については当社ホームページに掲載しています。以下のURLより交付目論見
書等をご覧ください。
https://www.resona-am.co.jp/fund/120010/

他社相対評価において過去３年、５年ともに中位にあることから、商品
組成時に想定した価値が提供できているものと評価しています。引き
続き運用品質が維持されていることを確認してまいります。

総経費率の他社相対評価において低い水準（上位）であることから、
妥当であると評価しています。

目標リターンを設けて
いないため、評価対象外

目標に
対する評価

3年 5年
中位 中位

他社
相対評価

評価

運用品質（運用パフォーマンス）

商品性（総経費率）

評価

他社
相対評価 上位

当ファンド 中央値
0.36% 0.49%

G

G

りそなターゲット・イヤー・ファンド
2030

世界各国の債券、株式およびリートなどに分散して投資する中で、2030年までの残
存年数に応じて各投資対象資産への投資割合を段階的に変更します。残存年数が長
いほど資産の成長性や値上がり益の獲得を重視し、短いほど資産の安定性を重視し
た運用を行います。
投資リスクや費用等、詳細については当社ホームページに掲載しています。以下のURLより交付目論見
書等をご覧ください。
https://www.resona-am.co.jp/fund/120006/

他社相対評価において過去３年では下位にあるものの、過去５年では
中位にあることから、商品組成時に想定した価値が提供できているもの
と評価しています。引き続き運用品質が維持されていることを確認して
まいります。

総経費率の他社相対評価において低い水準（上位）であることから、
妥当であると評価しています。

目標リターンを設けて
いないため、評価対象外

目標に
対する評価

3年 5年
下位 中位

他社
相対評価

評価

運用品質（運用パフォーマンス）

商品性（総経費率）

評価

他社
相対評価 上位

当ファンド 中央値
0.31% 0.60%

G

G
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りそなターゲット・イヤー・ファンド
2045

世界各国の債券、株式およびリートなどに分散して投資する中で、2045年までの残
存年数に応じて各投資対象資産への投資割合を段階的に変更します。残存年数が長
いほど資産の成長性や値上がり益の獲得を重視し、短いほど資産の安定性を重視し
た運用を行います。
投資リスクや費用等、詳細については当社ホームページに掲載しています。以下のURLより交付目論見
書等をご覧ください。
https://www.resona-am.co.jp/fund/120011/

他社相対評価において過去３年、５年ともに中位にあることから、商品
組成時に想定した価値が提供できているものと評価しています。引き
続き運用品質が維持されていることを確認してまいります。

総経費率の他社相対評価において低い水準（上位）であることから、
妥当であると評価しています。

目標に
対する評価

3年 5年
中位 中位

他社
相対評価

評価

運用品質（運用パフォーマンス）

商品性（総経費率）

評価

他社
相対評価

当ファンド 中央値
0.43% 0.50%

G

G

りそなターゲット・イヤー・ファンド
2040

世界各国の債券、株式およびリートなどに分散して投資する中で、2040年までの残
存年数に応じて各投資対象資産への投資割合を段階的に変更します。残存年数が長
いほど資産の成長性や値上がり益の獲得を重視し、短いほど資産の安定性を重視し
た運用を行います。
投資リスクや費用等、詳細については当社ホームページに掲載しています。以下のURLより交付目論見
書等をご覧ください。
https://www.resona-am.co.jp/fund/120007/

他社相対評価において過去３年、５年ともに中位にあることから、商品
組成時に想定した価値が提供できているものと評価しています。引き
続き運用品質が維持されていることを確認してまいります。

総経費率の他社相対評価において低い水準（上位）であることから、
妥当であると評価しています。

目標に
対する評価

3年 5年
中位 中位

他社
相対評価

評価

運用品質（運用パフォーマンス）

商品性（総経費率）

評価

他社
相対評価

当ファンド 中央値
0.37% 0.49%

G

G

目標リターンを設けて
いないため、評価対象外

目標リターンを設けて
いないため、評価対象外

上位上位
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りそなターゲット・イヤー・ファンド
2050

世界各国の債券、株式およびリートなどに分散して投資する中で、2050年までの残
存年数に応じて各投資対象資産への投資割合を段階的に変更します。残存年数が長
いほど資産の成長性や値上がり益の獲得を重視し、短いほど資産の安定性を重視し
た運用を行います。
投資リスクや費用等、詳細については当社ホームページに掲載しています。以下のURLより交付目論見
書等をご覧ください。
https://www.resona-am.co.jp/fund/120008/

他社相対評価において過去３年、５年ともに中位にあることから、商品
組成時に想定した価値が提供できているものと評価しています。引き
続き運用品質が維持されていることを確認してまいります。

総経費率の他社相対評価において低い水準（上位）であることから、
妥当であると評価しています。

目標リターンを設けて
いないため、評価対象外

目標に
対する評価

3年 5年
中位 中位

他社
相対評価

評価

運用品質（運用パフォーマンス）

商品性（総経費率）

他社
相対評価 上位

当ファンド 中央値
0.43% 0.50%

G

評価

G

りそなターゲット・イヤー・ファンド
2055

世界各国の債券、株式およびリートなどに分散して投資する中で、2055年までの残
存年数に応じて各投資対象資産への投資割合を段階的に変更します。残存年数が長
いほど資産の成長性や値上がり益の獲得を重視し、短いほど資産の安定性を重視し
た運用を行います。
投資リスクや費用等、詳細については当社ホームページに掲載しています。以下のURLより交付目論見
書等をご覧ください。
https://www.resona-am.co.jp/fund/120012/

他社相対評価において過去３年、５年ともに中位にあることから、商品
組成時に想定した価値が提供できているものと評価しています。引き
続き運用品質が維持されていることを確認してまいります。

総経費率の他社相対評価において低い水準（上位）であることから、
妥当であると評価しています。

目標リターンを設けて
いないため、評価対象外

目標に
対する評価

3年 5年
中位 中位

他社
相対評価

評価

運用品質（運用パフォーマンス）

商品性（総経費率）

評価

他社
相対評価 上位

当ファンド 中央値
0.47% 0.53%

G

G
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りそなターゲット・イヤー・ファンド
2060

世界各国の債券、株式およびリートなどに分散して投資する中で、2060年までの残
存年数に応じて各投資対象資産への投資割合を段階的に変更します。残存年数が長
いほど資産の成長性や値上がり益の獲得を重視し、短いほど資産の安定性を重視した
運用を行います。
投資リスクや費用等、詳細については当社ホームページに掲載しています。以下のURLより交付目論見
書等をご覧ください。
https://www.resona-am.co.jp/fund/120013/

他社相対評価において過去３年上位、５年で中位にあることから、商品
組成時に想定した価値が提供できているものと評価しています。引き
続き運用品質が維持されていることを確認してまいります。

総経費率の他社相対評価において低い水準（上位）であることから、
妥当であると評価しています。

目標リターンを設けて
いないため、評価対象外

目標に
対する評価

3年 5年
上位 中位

他社
相対評価

評価

運用品質（運用パフォーマンス）

商品性（総経費率）

他社
相対評価 上位

当ファンド 中央値
0.47% 0.53%

G

評価

G
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Smart-i 国内債券インデックス

国内の債券を主要投資対象とし、ベンチマークであるNOMURA-BPI総合の動きに
連動する投資成果を目指します。
投資リスクや費用等、詳細については当社ホームページに掲載しています。以下のURLより交付目論見
書等をご覧ください。
https://www.resona-am.co.jp/fund/123001/

他社相対評価において過去3年、5年ともに中位にあることから、商品
組成時に想定した価値が提供できているものと評価しています。 引き
続き運用品質が維持されていることを確認してまいります。

総経費率は類似ファンドの中央値から大きく乖離しておらず、妥当な
水準であると評価しています。

3年 5年
中位 中位

他社
相対評価

運用品質（ベンチマークに対する連動性）

商品性（総経費率）

当ファンド 中央値
0.15% 0.17%

評価

G

評価

G

Smart-i TOPIXインデックス

国内の株式を主要投資対象とし、ベンチマークである東証株価指数（TOPIX、
配当込み）の動きに連動する投資成果を目指します。 
投資リスクや費用等、詳細については当社ホームページに掲載しています。以下のURLより交付目論見
書等をご覧ください。
https://www.resona-am.co.jp/fund/123002/

他社相対評価において過去3年では下位にあるものの過去5年では
中位にあり、長期的には商品組成時に想定した価値が提供できている
ものと評価しています。引き続き運用品質が維持されていることを
確認してまいります。

総経費率は類似ファンドの中央値から大きく乖離しておらず、妥当な
水準であると評価しています。

3年 5年
下位 中位

他社
相対評価

評価

運用品質（ベンチマークに対する連動性）

商品性（総経費率）

当ファンド 中央値
0.17% 0.22%

G

評価

G
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Smart-i 日経225インデックス

国内の株式を主要投資対象とし、ベンチマークである日経平均株価（日経225、
配当込み）の動きに連動する投資成果を目指します。
投資リスクや費用等、詳細については当社ホームページに掲載しています。以下のURLより交付目論見
書等をご覧ください。
https://www.resona-am.co.jp/fund/123003/

他社相対評価において過去3年では下位にあるものの過去5年では
上位にあり、長期的には商品組成時に想定した価値が提供できている
ものと評価しています。引き続き運用品質が維持されていることを
確認してまいります。

総経費率が類似ファンドの中央値より大幅に低い水準となっていますが、
長期継続的に良質な運用の提供に十分な信託報酬率の水準を保っている
ことから、総経費率についても妥当な水準であると評価しています。

3年 5年
下位 上位

他社
相対評価

評価

運用品質（ベンチマークに対する連動性）

商品性（総経費率）

当ファンド 中央値
0.19% 0.40%

G

評価

G

Smart-i 国内株式ESGインデックス

国内の株式を主要な投資対象とし、ベンチマークであるMSCI ジャパン ESG 
セレクト・リーダーズ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果を目指します。 
投資リスクや費用等、詳細については当社ホームページに掲載しています。以下のURLより交付目論見
書等をご覧ください。
https://www.resona-am.co.jp/fund/123013/

他社相対評価において過去3年、5年ともに上位にあることから、商品
組成時に想定した価値が提供できているものと評価しています。 引き
続き運用品質が維持されていることを確認してまいります。

総経費率は類似ファンドの中央値から大きく乖離しておらず、妥当な
水準であると評価しています。

3年 5年
上位 上位

他社
相対評価

評価

運用品質（ベンチマークに対する連動性）

商品性（総経費率）

当ファンド 中央値
0.25% 0.44%

G

評価

G
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Smart-i 先進国債券インデックス
（為替ヘッジあり）
為替を対円でヘッジした日本を除く先進国の債券を主要投資対象とし、ベンチ
マークであるFTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）の動きに
連動する投資成果を目指します。
投資リスクや費用等、詳細については当社ホームページに掲載しています。以下のURLより交付目論見
書等をご覧ください。
https://www.resona-am.co.jp/fund/123005/

他社相対評価において過去3年、5年ともに上位にあることから、商品
組成時に想定した価値が提供できているものと評価しています。 引き
続き運用品質が維持されていることを確認してまいります。

総経費率は類似ファンドの中央値から大きく乖離しておらず、妥当な
水準であると評価しています。

3年 5年
上位 上位

他社
相対評価

評価

運用品質（ベンチマークに対する連動性）

商品性（総経費率）

当ファンド 中央値
0.21% 0.28%

G

評価

G

Smart-i 先進国債券インデックス
（為替ヘッジなし）
日本を除く先進国の債券を主要投資対象とし、ベンチマークであるFTSE世界国債
インデックス（除く日本、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指します。 
投資リスクや費用等、詳細については当社ホームページに掲載しています。以下のURLより交付目論見
書等をご覧ください。
https://www.resona-am.co.jp/fund/123004/

他社相対評価において過去３年で中位、５年で上位にあることから、
商品組成時に想定した価値が提供できているものと評価しています。
引き続き運用品質が維持されていることを確認してまいります。

総経費率は類似ファンドの中央値から大きく乖離しておらず、妥当な
水準であると評価しています。

3年 5年
中位 上位

他社
相対評価

評価

運用品質（ベンチマークに対する連動性）

商品性（総経費率）

当ファンド 中央値
0.22% 0.28%

G

評価

G
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Smart-i 先進国株式インデックス

日本を除く先進国の株式を主要投資対象とし、ベンチマークであるMSCI-KOKUSAI
指数（配当込み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指します。 
投資リスクや費用等、詳細については当社ホームページに掲載しています。以下のURLより交付目論見
書等をご覧ください。
https://www.resona-am.co.jp/fund/123006/

総経費率は類似ファンドの中央値から大きく乖離しておらず、妥当な
水準であると評価しています。

3年 5年
下位 下位

他社
相対評価

運用品質（ベンチマークに対する連動性）

商品性（総経費率）

当ファンド 中央値
0.24% 0.29%

評価

G

他社比較による相対順位では過去３年、
５年ともに下位にあるものの、実績トラッ
キングエラーの水準はカテゴリー内の平均
値とほぼ同水準であることから、総合的に
見て商品組成時に想定した価値が提供できているものと評価しています。
引き続き運用品質が維持されていることを確認してまいります。

評価

G

ファンド 平均値
0.28% 0.28%3年
0.30% 0.29%5年

 実績トラッキングエラーの比較

Smart-i 先進国株式ESGインデックス

日本を除く先進国の株式を主要投資対象とし、ベンチマークであるMSCI-KOKUSAI 
ESG リーダーズ指数（配当込み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指
します。
投資リスクや費用等、詳細については当社ホームページに掲載しています。以下のURLより交付目論見
書等をご覧ください。
https://www.resona-am.co.jp/fund/123014/

他社相対評価において過去3年、5年ともに中位にあることから、商品
組成時に想定した価値が提供できているものと評価しています。 引き
続き運用品質が維持されていることを確認してまいります。

総経費率は類似ファンドの中央値から大きく乖離しておらず、妥当な
水準であると評価しています。

3年 5年
中位 中位

他社
相対評価

評価

運用品質（ベンチマークに対する連動性）

商品性（総経費率）

当ファンド 中央値
0.35% 0.42%

G

評価

G
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https://www.resona-am.co.jp/fund/123006/
https://www.resona-am.co.jp/fund/123014/


Smart-i 新興国株式インデックス

新興国の株式を主要投資対象とし、ベンチマークであるMSCIエマージング・マー
ケット指数（配当込み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指します。
投資リスクや費用等、詳細については当社ホームページに掲載しています。以下のURLより交付目論見
書等をご覧ください。
https://www.resona-am.co.jp/fund/123007/

総経費率は類似ファンドの中央値から大きく乖離しておらず、妥当な
水準であると評価しています。

運用品質（ベンチマークに対する連動性）

商品性（総経費率）

当ファンド 中央値
0.57% 0.42%

評価

G

3年 5年
上位 下位

他社
相対評価

評価

G

Smart-i S&P500 インデックス

米国の株式を実質的な主要投資対象とし、ベンチマークであるS&P500（配当
込み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指します。
投資リスクや費用等、詳細については当社ホームページに掲載しています。以下のURLより交付目論見
書等をご覧ください。
https://www.resona-am.co.jp/fund/123015/

総経費率は類似ファンドの中央値から大きく乖離しておらず、妥当な
水準であると評価しています。

運用品質（ベンチマークに対する連動性）

商品性（総経費率）

当ファンド 中央値
0.28% 0.42%

評価

G

3年 5年
中位 上位

他社
相対評価

評価

G

他社相対評価において過去3年で中位、5年で上位にあることから、商品
組成時に想定した価値が提供できているものと評価しています。引き
続き運用品質が維持されていることを確認してまいります。

他社相対評価において過去5年では下位にあるものの、過去3年では
上位にあり顕著な改善が見られることから、総合的に見て商品組成時
に想定した価値が提供できているものと評価しています。引き続き運用
品質が維持されていることを確認してまいります。

NISA対象NISA対象
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ファンド評価結果　〜インデックス運用〜
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Smart-i 先進国リートインデックス

日本を除く先進国の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、ベンチマークである
S&P先進国REIT指数（除く日本、配当込み、円換算ベース）の動きに連動する投資
成果を目指します。
投資リスクや費用等、詳細については当社ホームページに掲載しています。以下のURLより交付目論見
書等をご覧ください。
https://www.resona-am.co.jp/fund/123009/

総経費率は類似ファンドの中央値から大きく乖離しておらず、妥当な
水準であると評価しています。

運用品質（ベンチマークに対する連動性）

商品性（総経費率）

当ファンド 中央値
0.27% 0.38%

評価

G

Smart-i Ｊリートインデックス

国内の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、ベンチマークである東証REIT指数
（配当込み）の動きに連動する投資成果を目指します。 
投資リスクや費用等、詳細については当社ホームページに掲載しています。以下のURLより交付目論見
書等をご覧ください。
https://www.resona-am.co.jp/fund/123008/

他社相対評価において過去3年、5年ともに中位にあることから、商品
組成時に想定した価値が提供できているものと評価しています。 引き
続き運用品質が維持されていることを確認してまいります。

総経費率が類似ファンドの中央値より大幅に低い水準となっていますが、
長期継続的に良質な運用の提供に十分な信託報酬率の水準を保っている
ことから、総経費率についても妥当な水準であると評価しています。

3年 5年
中位 中位

他社
相対評価

評価

運用品質（ベンチマークに対する連動性）

商品性（総経費率）

当ファンド 中央値
0.19% 0.41%

G

他社相対評価において過去3年、5年ともに上位にあることから、商品
組成時に想定した価値が提供できているものと評価しています。 引き
続き運用品質が維持されていることを確認してまいります。

3年 5年
上位 上位

他社
相対評価

評価

G

評価

G
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NOMURA-BPI総合
「NOMURA-BPI総合」は、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社が公表する、
日本の公募債券流通市場全体の動向を表す投資収益指数で一定の組入基準に基づいて構成された債券
ポートフォリオのパフォーマンスをもとに計算されます。NOMURA-BPI総合の知的財産権とその他の
一切の権利は野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社に帰属しています。野村
フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社は、NOMURA-BPI総合指数の正確性、完全
性、信頼性、有用性を保証するものではなく、ファンドの運用成果等に関して一切責任を負いません。

FTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）
「FTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）」は、FTSE世界国債インデックス（除く日本、
米ドルベース）をもとに委託会社が円換算して計算したものです。FTSE世界国債インデックス（除く
日本、米ドルベース）は、FTSE Fixed Income LLCにより運営され、日本を除く世界主要国の国債の
総合収益率を各市場の時価総額で加重平均した債券インデックスです。同指数は FTSE Fixed Income 
LLCの知的財産であり、指数に関するすべての権利は FTSE Fixed Income LLCが有しています。

FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）
「FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）」は、FTSE Fixed Income LLCにより
運営され、日本を除く世界主要国の国債の総合収益率を各市場の時価総額で加重平均した債券インデッ
クスです。同指数は FTSE Fixed Income LLCの知的財産であり、指数に関するすべての権利は FTSE 
Fixed Income LLCが有しています。

東証株価指数（TOPIX、配当込み）
「東証株価指数（TOPIX、配当込み）」は、日本の株式市場を広範に網羅するとともに、投資対象としての
機能性を有するマーケット・ベンチマークで、配当を考慮したものです。なお、TOPIXに関する著作権、
知的財産権その他の一切の権利は株式会社 JPX総研または株式会社 JPX総研の関連会社に帰属します。

日経平均株価（日経 225、配当込み）
「日経平均トータルリターン・インデックス」（「日経平均株価（日経 225）」（配当込み））に関する著作権、
知的所有権その他一切の権利は日本経済新聞社に帰属します。日本経済新聞社は日経平均トータル
リターン・インデックスを継続的に公表する義務を負うものではなく、その誤謬、遅延又は中断に関して
責任を負いません。本商品について、日本経済新聞社は一切の責任を負うものではありません。

Russell/Nomura Small Capインデックス
「Russell/Nomura Small Capインデックス」は、Frank Russell Companyと野村フィデューシャリー・
リサーチ＆コンサルティング株式会社が共同開発した日本株式投資スタイルベンチマークの一つで、
浮動株調整時価総額が相対的に小さい銘柄の動向を表す投資収益指数です。その知的財産権は、野村
フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社及び Frank Russell Companyに帰属します。
野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社と Frank Russell Companyは、本件
インデックスの正確性、完全性、信頼性、有用性を保証するものではなく、ファンドの運用成果等に関して
一切責任を負いません。

S&P500（配当込み、円換算ベース）
「S&P500（配当込み、円換算ベース）」 は、S&P500（配当込み）をもとに委託会社が円換算して計算した
ものです。S&P500とは、S&Pダウ・ジョーンズ・インデックスLLCが公表している株価指数で、市場規模、
流動性、業種等を勘案して選ばれたニューヨーク証券取引所等に上場および登録されている 500 銘柄
を時価総額で加重平均し指数化したものです。指数に関する著作権、知的財産権その他権利は S&Pダウ・
ジョーンズ・インデックス LLCに帰属します。 

MSCI ジャパン ESG セレクト・リーダーズ指数（配当込み）
「MSCI ジャパン ESG セレクト・リーダーズ指数（配当込み）」は、 MSCI Inc.が開発した、国内株式を
対象として算出した指数で、配当を考慮したものであり、指数に関する著作権、知的財産権その他の権利
は MSCI Inc.に帰属します。

MSCI-KOKUSAI指数（配当込み、円換算ベース）
「MSCI-KOKUSAI指数（配当込み、円換算ベース）」は、MSCI-KOKUSAI指数（米ドルベース）をもとに
委託会社が円換算して計算したものです。MSCI-KOKUSAI指数（米ドルベース）は、MSCI Inc.が開発
した、日本を除く世界の先進国の株式を対象として算出した指数で、配当を考慮したものであり、指数に
関する著作権、知的財産権その他の権利は MSCI Inc.に帰属します。

MSCI-KOKUSAI ESG リーダーズ指数（配当込み、円換算ベース）
「MSCI-KOKUSAI ESG リーダーズ指数（配当込み、円換算ベース）」は、MSCI Inc.が開発した MSCI-
KOKUSAI ESG リーダーズ指数（米ドルベース）をもとに委託会社が円換算して計算したものです。 
MSCI-KOKUSAI ESGリーダーズ指数（米ドルベース）は、日本を除く世界の先進国の株式を対象として
算出した指数で、配当を考慮したものであり、指数に関する著作権、知的財産権その他の権利は MSCI 
Inc.に帰属します。

MSCIエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）
「MSCIエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）」は、MSCIエマージング・マーケット
指数（米ドルベース）をもとに委託会社が円換算して計算したものです。MSCIエマージング・マーケット
指数（米ドルベース）は、MSCI Inc.が開発した、世界の新興国の株式を対象として算出した指数で、配当
を考慮したものであり、指数に関する著作権、知的財産権その他の権利は MSCI Inc.に帰属します。

東証 REIT指数（配当込み）
「東証 REIT指数（配当込み）」は、東京証券取引所に上場している不動産投資信託（REIT）全銘柄を対象と
して算出した東証 REIT指数に、分配金支払いによる権利落ちの修正を加えた指数です。なお、指数に
関する著作権、知的財産権その他の一切の権利は株式会社 JPX総研または株式会社 JPX総研の関連会社
に帰属します。

S&P先進国 REIT指数（除く日本、配当込み、円換算ベース）
「S&P先進国 REIT指数（除く日本、配当込み、円換算ベース）」は、S&P先進国 REIT指数（除く日本、配当
込み）をもとに委託会社が円換算して計算したものです。S&P先進国 REIT指数（除く日本、配当込み）は、
S&Pダウ・ジョーンズ・インデックス LLCが有する S&Pグローバル株価指数の採用銘柄の中から、
不動産投資信託（REIT）および同様の制度に基づく銘柄の浮動株修正時価総額に基づいて算出される
指数であり、指数に関する著作権、知的財産権その他の権利は S&Pダウ・ジョーンズ・インデックス LLC
に帰属します。
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当資料は、りそなアセットマネジメント株式会社が作成した販売用資料です。お申込みにあたっては、投資信託説明書（交付目論見書）および「目論見書補完書面」等を一体
として販売会社よりお渡ししますので、必ず内容をご確認の上、ご自身でご判断ください。

なお、以下の点にもご留意ください。

・ 投資信託は値動きのある有価証券等に投資しますので、基準価額は変動します。したがって、投資者のみなさまの投資元本が保証されているものではなく、投資元本
を割り込むことがあります。

・ 運用により信託財産に生じた損益はすべて投資者のみなさまに帰属します。

・ 投資信託は預金や保険契約ではなく、預金保険機構、保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また証券会社以外でご購入された場合は、投資者保護基金の
対象にはなりません。

・ 投資信託のお取引に関しては、金融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリングオフ）の適用はありません。

・ 当資料は、当社が信頼できると判断した情報をもとに作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありません。

・ 運用実績および市場環境の分析等の記載内容は過去の実績および将来の予測であり、将来の運用成果および市場環境等を示唆・保証するものではありません。また、
将来の市場環境の変動等により、運用方針が変更される場合があります。

・ 当資料の記載内容は作成時点のものであり、今後予告なく変更される場合があります。また、市況の変動等により、方針通りの運用ができない場合があります。

・ 当資料に指数・統計資料等が記載される場合、それらの知的所有権、その他の一切の権利は、その発行者および許諾者に帰属します。

ファンドの設定・運用は お問い合わせ先

受付時間 ： 営業日の午前9時～午後5時
               （土日祝祭日、年末年始を除く）

0120-223351
商号等：りそなアセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第2858号
加入協会：一般社団法人　資産運用業協会
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